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2026年 3月 31日 

TMI総合法律事務所 
 
 

TMI特別セミナーのご案内 
 

「特許紛争のグローバル戦略： 

原告・被告の視点から見る訴訟とライセンス」 
 

 日  時 ： ≪会場開催≫ 

  【東京オフィス】 

  セ ミ ナ ー ：2026年5月20日（水）15：00～17：20（受付開始14：30） 

  レセプション：セミナー終了後、18：30までレセプションを行います。 

   ※立食形式による軽食で、随時退出可です。 

   ※レセプションは事前の参加登録不要です。 

  

 会  場 ： TMI総合法律事務所 東京オフィス 

  〒106-6123 東京都港区六本木6-10-1 六本木ヒルズ森タワー23階 第8・9会議室 

※受付事務との関係で、セミナー開始後30分以降は、入室をご遠慮いただくことがございます。 
 

 講  師 ： TMI総合法律事務所 

  竹 中  俊 子        客員外国弁護士  

  髙 梨  義 幸        パートナー弁護士 

  小宮山  真世        弁理士 

 

  Seed IP Law Group  

  Ms. Shoko Leek（リーク雅子） パートナー 米国特許弁護士 

  Mr. Jeffrey E. Danley パートナー 米国特許弁護士 

 

  Bardehle Pagenberg  

  Dr. Christof Karl, パートナー ドイツ弁護士・欧州・ドイツ弁理士  

  Mr. Nobuchika Mamine（真峯伸哉） ドイツ弁護士・UPC代理人 
 

 参加費： 無料 

 

 言  語 ： 一部英語（通訳なし）、質疑応答は日本語可 

 
 
 

TMI総合法律事務所では、主にクライアント様を対象に情報提供の場として、無料にて特別セミナーを開

催しておりますが、今回は「特許紛争のグローバル戦略：原告・被告の視点から見る訴訟とライセンス」と題

するセミナーを開催いたします。 

近年、通信・IoT分野を中心に標準必須特許（SEP）を巡る紛争が世界的に増加しており、特に米国、欧

州（ドイツおよびUPC）を中心とした複数法域にまたがる訴訟やライセンス交渉が企業活動に大きな影響を

及ぼしています。SEP紛争においては、差止請求を含む訴訟戦略とFRAND条件を巡るライセンス交渉が密

接に関連しており、権利者側と実施者側の双方にとって、各国の制度や判例動向を踏まえたグローバルな
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戦略構築が不可欠です。 

本セミナーでは、欧州のSEP権利者と日本のIoT機器メーカーとの紛争を想定した仮想事例を題材として、

米国および欧州（ドイツ・UPC）における特許権者および実施者の訴訟戦略とライセンス交渉戦略を検討し

ます。具体的には、SEPおよび非SEP特許の有効性についての争い、フォーラム選択や差止めを巡るエン

フォースメント戦略、グローバルポートフォリオライセンスの妥当性、ロイヤルティベースや料率の設定とい

った論点について、各法域の実務を踏まえて議論します。また、日本法の観点から、ロイヤルティ算定、特

許権の消尽、グローバルライセンス、誠実交渉義務といった論点を取り上げ、国際的なSEP紛争における

実務上の留意点を分かりやすく解説します。 

皆様のご参加を心よりお待ち申し上げます。 

 

【概要】 

1． 開会 

2． 仮想事例の紹介 

3． 訴訟戦略 

   (1) ドイツおよび UPCにおける特許権者の戦略 

   (2) 米国における特許権者の戦略 

   (3) ドイツ・UPCにおける実施者の戦略 

   (4) 米国における実施者の戦略 

   (5) 日本法の観点からのコメント 

4． ライセンシング戦略 

   (1) 米国・EUにおける特許権者側のライセンス戦略 

   (2) 米国・EUにおける実施者側のライセンス戦略 

   (3) 日本法の観点からのコメント 

5． 質疑応答 

6． 閉会 

7． レセプション 
 
【講師紹介】 

竹中 俊子 

＜経歴＞ 

1981年  3月  成蹊大学法学部法律学科卒業 

1981年  4月  日本テキサス・インスツルメンツ株式会社入社 

             （現 日本テキサス・インスツルメンツ合同会社） 

1987年  1月  日本弁理士資格取得 

             山崎法律特許事務所勤務 

1990年  6月  ワシントン大学ロースクール卒業（LL.M.） 

1992年  9月  ワシントン大学ロースクール卒業（Ph.D.） 

1992年 12月  ニューヨーク州弁護士資格取得 

2003年  9月  ワシントン大学ロースクール教授就任 

2015年 12月  Seed IP Law Group オブカウンセル就任 

2023年  1月  TMI総合法律事務所客員外国弁護士就任 

 

髙梨 義幸 

＜経歴＞ 

2007年   3月  慶應義塾大学理工学部情報工学科卒業 

2008年 11月  弁理士試験合格 

2009年   3月  慶應義塾大学大学院理工学研究科開放環境科学専攻修了 

2012年   3月  早稲田大学法科大学院修了 
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2012年  11月  最高裁判所司法研修所入所 

2013年 12月  第二東京弁護士会登録 

2014年   1月  TMI総合法律事務所勤務 

2022年   5月  カリフォルニア大学バークレー校ロースクール修了（LL.M.） 

2022年   9月  シリコンバレーオフィス勤務 

2022年  11月  Baker Botts法律事務所サンフランシスコオフィス勤務 

2023年   6月  カリフォルニア州弁護士資格取得 

2023年   7月  TMI総合法律事務所復帰 

2024年  12月  経済産業省 技術流出対策ガイダンスに関する研究会 委員 

2025年   1月  パートナー就任 

 

小宮山 真世 

＜経歴＞ 

2006年   3月  筑波大学大学院図書館情報メディア研究科博士前期課程修了（情報学修士） 

2006年   4月  鈴榮特許綜合事務所勤務 

2014年   4月  高岡 IP特許事務所勤務 

2017年   4月  弁理士登録 

             TMI総合法律事務所勤務 

2023年   6月  ワシントン大学ロースクール卒業（Intellectual Property LL.M.） 

2023年   8月  Bracewell LLP シアトルオフィス勤務 

2024年   1月  Seed Intellectual Property Law Group LLP シアトルオフィス勤務 

2024年   7月  TMI総合法律事務所復帰 

 

＜Seed IP Law Group＞  

ショーコ（雅子）・リーク Ms. Shoko I. Leek, Seed IP Law Group - Partner, U.S. Patent Attorney 

Shoko’s practice focuses on preparing and prosecuting patent applications in electronics 

telecommunications, optics, software and mechanical engineering. She has extensive experience in 

counseling in general intellectual property matters, including patents and trademarks, developing 

strategic patent portfolios, conducting a due-diligence review of patent portfolios, preparing patent 

infringement and validating opinions, preparing patent assertion materials and intellectual property 

licensing negotiation and agreements.  

 

ジェフリー・ダンレー Mr. Jeffrey E. Danley, Seed IP Law Group - Partner, U.S. Patent Attorney 

Jeff focuses his practice on IP enforcement, defense, and litigation matters across all industry groups. 

He has significant experience in litigation-related matters, including performing initial fact 

investigations, drafting discovery and dispositive motions, taking and defending depositions, 

assisting with experts and expert reports, investigating claim construction and invalidity positions, 

and preparing for and going to trial. He also has significant experience in handling appellate matters, 

including drafting appellate briefs and preparing for oral argument. Prior to joining Seed IP, Jeff 

worked as an associate at several law firms in Palo Alto, CA. He also worked as an intern at 

SmartNets Research Project at UC Berkeley, Cisco Systems, and Motorola. 

 

＜Bardehle Pagenberg＞  

クリストフ・カール Dr. Christof Karl, Bardehle Pagenberg - Partner, German Attorney-at-Law; 

European and German Patent Attorney 

Dr. Christof Karl specializes in litigation and prosecution of patents, particularly in the technical 

fields of computer hardware and software. He has extensive experience in multi-jurisdictional cases 

in the field of telecommunications, including with regard to all aspects of patent-related anti-trust 
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law. He also advises clients on issues of licensing, employee invention law, copyright law and Internet 

law. Dr. Karl represents clients in patent infringement proceedings before the Unified Patent Court 

(UPC), the German Regional Courts and the Courts of Appeal, and in patent invalidity proceedings 

before the European Patent Office, the German Patent and Trade Mark Office, the UPC, the German 

Federal Patent Court, and the German Federal Court of Justice. One of the main areas of his patent 

prosecution practice relates to the patentability of software and other computer-implemented 

inventions. 

 

マミネ ノブチカ（真峯 伸哉）Mr. Mamine Nobuchika, Bardehle Pagenberg - German Attorney-at-

Law; UPC Representative 

Nobuchika is advising and representing clients in German and European (particularly UPC) 

litigation in all aspects of IP law with a focus on patent and utility model law. He advises on a wide 

range of IP-related contracts such as license and R&D agreements and is versed in competition and 

antitrust law. He makes use of his experiences in the corporate field to achieve the best business-

oriented solutions for clients. With his professional experiences both in Germany and in Japan, 

Nobuchika is a valued contact for disputes in the German-Japanese context. 

 

【申込方法】 

以下の、本セミナー専用申込ページより、申込をお願いいたします。 

 

申込期間 ： 2026年 3月 31日（火）10：00～同年 4月 13日（月）17：00 

本セミナー専用申込ページ  ： https://tmi.smktg.jp/public/seminar/view/30949 

 

・1社 2名様まで、先着 45名様の受付とさせていただきます。定員になり次第お申込受付を終了 

いたしますので、何卒ご了承ください。 
 
 

【注意事項】 

・録音・録画はご遠慮ください。 

・恐れ入りますが、企業内弁護士・弁理士を除く弁護士・弁理士の方（企業に出向されている弁護士・弁理

士の方を含む）の参加はご遠慮ください。 

・ご登録いただいた情報から所属先の確認ができない方など、当事務所が適切ではないと判断した際には、

個別にご連絡することなくご参加をお断りする場合がございますので予めご了承ください。 

・お申込みいただきましたお客様の個人情報につきましては、TMI総合法律事務所がプライバシーポリシーに

従って適切に取り扱わせていただきます。 

・やむを得ず開催方式の変更、中止等が生じる可能性がありますので、予めご了承ください。 

・会場開催にあたり、体調がすぐれない方（発熱、咳など風邪の症状がある方を含む）は、ご参加をお控えく

ださいますようお願いいたします。 

 

＜本件に関するお問い合わせ先＞ 

TMI総合法律事務所 

担当：今崎・髙岡・中島 

電話：03-6438-5511（代表） 

e-mail：patentseminar_jimukyoku@tmi.gr.jp

 

https://tmi.smktg.jp/public/seminar/view/30949
mailto:patentseminar_jimukyoku@tmi.gr.jp

